
 

様式 C-7-2 

自己評価報告書 

 

平成２１年５月１０日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究分野：建築形態史 
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キーワード：民家、棟持柱、掘立柱、木造、野外博物館、ドイツ、イタリア、スイス 
 
１．研究計画の概要 
（１）本研究は、木造架構における棟持柱構
造の原形と変容を形態史的な観点から考察
するものである。これまでの日本の知見を踏
まえた上で、中央ヨーロッパとの差異を抽出
しつつ、中央ヨーロッパの原形と変容を木造
架構における棟持柱構造について、明らかに
することを目的とする。 
（２）中央ヨーロッパの事例を収集するため
に、建築遺構、考古学的発掘資料、絵画資料、
文献資料を渉猟する。 
（３）また、中央ヨーロッパの事例を収集す
るために、南ドイツ、オーストリア、北イタ
リア、スイス、フランスといった地域のフィ
ールド調査を実施する。 
 
２．研究の進捗状況 
（１）考古学的発掘の成果を報告した文献を
渉猟した結果、中央ヨーロッパにおいても棟
持柱構造を木造架構の祖形と位置付け得る
点を把握した。特に、先史時代の事例を復元
した野外博物館を実見した点、おなじく千四
時台の事例をミニチュア模型で復元した研
究成果を考古学博物館で実見した点は、大き
な成果であった。 
（２）先史時代の絵画資料として、天然の岩
の表面に凹刻の線描にて建物の形態を示し
た事例を実見した点は、大きな成果であった。
これにより、考古学的発掘では十分に捕捉で
きない立面と断面の形態を把握することが
できた。 
（３）以上に加えて、建築遺構を実見するこ
とができた点も、やはり大きな成果であった。
南ドイツ、オーストリア、スイスに関しては、
棟持柱構造をもつ建築遺構を数多く捕捉し

た。これにより、棟持柱構造をもつ建築遺構
について、中央ヨーロッパにおける地域的分
布の概略を把握した。地域的分布については、
野外博物館に移築復元されている建築遺構
を参照した上、その建築遺構が実際に立地し
ていた地域を把握するといった基礎的な考
察からはじめ、列車やバスなどを用いて建築
遺構を広域で概観していく作業を踏まえつ
つ、詳細を把握しつつある。 
（４）原形から変容に至る時系列上の流れの
なかでは、ファッハベルクバウFachwerkbau
を呼ばれる木造建物が完成形である点を把
握している。この完成形に至るまでの形態変
遷について複数の道筋を作業仮説として設
定するに至っている。 
（５）これまでの最大の蓄積は日本の木造架
構に即した棟持柱構造の蓄積である。現段階
では、日本と中央ヨーロッパの差異を学術的
に厳密に指し示すことができる点に達して
いる。 
 
３．現在までの達成度 
③やや遅れている 
(理由) 
 研究代表者は、これまで日本の建築を対照
に研究を進めてきており、数多くの成果をあ
げてきた。この点には自負もある。今回は、
対象をヨーロッパに広げ、日欧の比較までも
視野に含めた研究計画を立てた。この研究計
画に対して、現在までの達成度は、やや遅れ
ている、という評価を自ら下したいと思う。 
 主な理由は、ドイツ語やイタリア語での文
献に目を通すことに費やす労力による。日本
語での文献とくらべれば、難易度が格段に異
なるからである。やや遅れている最大の理由
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は言葉の問題にある。対して、フィールド調
査に関しては、研究計画を立案していた頃よ
り遙かに豊富な成果をあげることができて
いる。日本を対象とした、これまで蓄積して
きた研究成果を重ねていけば、中央ヨーロッ
パに即した実証的な知見も確実にまとめ上
げることができる。進捗状況は遅れているも
のの、研究はゴールに向かって進んでいる、
と評価したい。 
 
４．今後の研究の推進方策 
（１）研究テーマに即した先行研究について、
これまで渉猟してきたものを整理して、論点
をまとめ上げる。 
（２）フィールド調査を通じて収集した事例
の整理を行い、その建築的な特徴を抽出し、
原形と変容の観点から考察をまとめ上げる。 
（３）中央ヨーロッパの全貌を捕捉する作業
を文献調査とフィールド調査の双方から進
めていく。 
（４）ドイツ語、イタリア語といった語学上
の問題はいまあらためて語学力アップを
日々の努力とする点を対策とし、文献購読に
努めたい。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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